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【目的】精神科病院に勤務する看護師の抑うつ症状と職業性ストレスとの関連について検証し、精神 
科看護師のメンタルヘルス支援対策を検討することを目的とした。
【対象】大阪府下の 4 つの単科精神科病院に勤務する看護師 5 4 7 名の結果を解析の対象とした。
【方法】抑うつ症状の評価には Z u n g  S e l f - R a t i n g  D e p r e s s i o n  S a c l e ( S D S ) を、職業性ストレスの評 
価にはアメリカ国立職業安全保健研究所が開発した職業性ストレス調査票（t h e  G e n e r i c  J o b  S t r e s s  
Q u e s t i o n n a i r e , 以下 G J S Q ) の中から「量的労働負荷」 「仕事のコントロール」 「上司による社会的支 
援」 「同僚による社会的支援」「役割葛藤」「役割の曖昧さ」を使用した。これらの自己記入式質問紙 
票を無記名で回答を得て解析を行なった。
【結果】完全回答者は 3 7 5 名 （6 8 . 6 % 、男 性 8 9 名、女 性 2 8 6 名、平均年齢及び標準偏差 37. 4 ± 1 1 . 7 
歳）であり、対象者を女性にのみ限定して検討を行なった。年齢、婚姻状況及び G I S Q 各項目の抑う 
つ症状に対するオッズ比を単ロジスティック回帰分析で算出し、抑うつ症状と関連を認めた項目は
「年齢」 「婚姻状態」 「量的労働負荷」「役割葛藤」 「役割の曖昧さ」「同僚による社会的支援」であっ 
た。さらに、年齢、婚姻状況及び単ロジスティック回帰分析で関連を認めた G J S Q 項目と抑うつ症状 
とのオッズ比を多重ロジスティック回帰分析で算出した結果；S D S と_ 連を認めた項目は「量的労働 
負荷」 「役割葛藤」であった。
【結論】今回精神科病院に勤務する女性看護師の職業性ストレスに関する因子として、「量的労働負 
荷」 「仕事のコントロール」「上司による社会的支援」 「同僚による社会的支援」 「役割葛藤」「役割の 
曖昧さ」の 6 因子を挙げたが、抑うつ症状は「量的労働負荷」「役割葛藤」のみが関連し、量的な労 
働負荷が高いほど、さらには役割の葛藤が強いほど抑うつ症状を呈しやすいと考えられた。つまり、 
精神科病院に勤務する看護師において、業務量の負担軽減を図り同時に自身の判断や意見が尊重され 
るような配慮を行うことの重要性が示唆された。
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精神科看護師のメンタルヘルス支援対策として、精神科病院に勤務する看護師の抑うつ症状と職業 
性ストレスとの関連について検討した。
大阪府下の 4 つの単科精神科病院に勤務する看護師 5 4 7 名を調査の対象とした。
抑うつ症状の評価には Z u n g  S e l f - R a t i n g  D e p r e s s i o n  S a c l e ( S D S ) を、職業性ストレスの評価には 
アメリカ国立職業安全保健研究所が開発した職業性ストレス調査票 （t h e  G e n e r i c  J o b  S t r e s s  
Q u e s t i o n n a i r e , 以 下 G J S Q ) の中から「量的労働負荷」 「仕事のコントロール」 「上司による社会的支 
援」 「同僚による社会的支援」「役割葛藤」「役割の曖昧さ」を使用した。 これらの自己記入式質問紙 
票を無記名で回答してもらった。
完全回答者は 3 7 5 名 （6 8 . 6 %、男性 8 9 名、女 性 2 8 6 名、平均年齢及び標準偏差 37. 4 ± 1 1 . 7 歳）で 
あり、男性が少なく解析の対象者を女性にのみ限定して行なった。年齢、婚姻状況及び G J S Q 各項目 
の抑うつ症状に対するオッズ比を単ロジスティック回帰分析で算出した。抑うつ症状と関連を認めた 
項 目 は 「年齢」 「婚姻状態」「量的労働負荷」「役割葛藤」「役割の曖昧さ」「同僚による社会的支援」 
であった。さらに、年齢、婚姻状況及び単ロジスティック回帰分析で関連を認めた G J S Q 項目と抑う 
つ症状とのオッズ比を多重ロジスティック回帰分析で算出した結果、S D S と関連を認めた項目は「量 
的労働負荷」「役割葛藤」であった。
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量的な労働負荷が高いほど、さらには役割の葛藤が強いほど抑うつ症状を呈しやすいと考えられた。 
精神科病院に勤務する看護師において、業務量の均等化や人的配置の見直しなどで業務量の負担軽減 
を図り、仕事上自分の考えと他の看護師との意見の乖離を減らすような配慮を行えば、抑うつ症状の 
軽減に結びつく可能性が示唆された。
以上の研究は、精神科病院に勤務する看護師のストレスを明らかにしたものであり、今後の対策を考 
えるうえで寄与する点は少なくないものと考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位を授与 
されるに値するものと判定された。
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